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が2 : 8の比率であり、 1992年度に、国費:私費が15:85であったものが、 10万人















[ コ 平成 3 年
匹ヨ 平成 4 年































































































































































で圧倒的に多いのは、 「留学希望」、 「生活」、 「宿舎」、 「指導教官との連絡」であり、
その次に「家族」、 「日本語」だった。しかし「奨学金」、や「ビザ」の問題も見逃
せないと言う。
3)東京の場合
東京ボランティアグループ留学生相談室に持ち込まれる問題の多くは、先ず、宿
舎捜しである。次いで交友関係、奨学金、進学、情報と続く。何と宿舎捜しは21%
と5人に1人が悩んで相談にいったことになる。それは部屋が無いのではなく、留
学生のサイフに合った部屋のないことを意味している。
4)日本政府の場合
文部省の留学生課の発表によると、 1983年当時の見通しでは、平成12年に国立大
学35000人、公私立大学に65000人の留学生を受け入れる計画であった。また国立の
内訳は、学部レベルで15000人、大学院レベルで20000人としていたが、平成3年
(1991年)には全体を国立32500人とし、公私立を67500人としている。またその内
訳は、学部レベルを減らし12500人とした点と、公私立の学部留学生数も減少させ、
それらを前の発表の10000人から20000人に増やし、高専、専修学校へ充当している。
これは一方には前述のように、学部留学生に私費が多く問題点も多いという理由と、
他方においては、 18才人口減に伴う措置であると考えられる。
5 )各地の地方公共団体の動き
平成4年度までに次の公共団体が、留学生宿舎の建設に着手した。東京都(大田
記念館)、神奈川県(神奈川国際学生会館2箇所)、愛知県(国際留学生会館)、京
都市(学生センター)、神戸市(学園都市留学生会館、広島県(留学生会館)、宮崎
市(外国人留学生向住宅)
6)世界からみた留学先としての日本
馬越徹(1986年)によると韓国人の日本に対する留学希望順位は第2位である。
中国においても日本は、第2位の国であった。そしてタイ国とフィリピンにおいて
は第3位となり、シンガポールにおいては第5位となり、マレーシアとインドネシ
アに至っては上位5位迄には入っていないというお粗末な結果であった。それに反
して、各国とも第1位はアメリカが断然トップであった。最近の日本留学は「近い
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から」とか「奨学金がもらえたから」とか「アルバイトができるから」と言う意見
までさまざま聞かれる。
大まかな点においては、長崎も他大学や他府県と同じ状況下におかれていると判
断される。しかし下宿に関しては、関西に比べ人種差別が少ないようである。これ
は長崎の特に韓国、中国との古い歴史の賜であると考える。しかし狭いにもかかわ
らず、情報ネットワークの悪さが目立つ。また、今や留学生教育は、学生、大学(受
け入れ側)、そして地域の三位一体で取り組まなければならない社会問題と成りつ
つある事を再度認識させられた。
4 4年一貫教育の必要性
今回は特に経済的問題をもつ、私費留学生(学部留学生)の現状と問題意識の一
端を述べた。最後に彼らの生活と学習という2重構造を理解した上で、学部留学生
のためには、単なる「外国語としての日本語」ではなく「方法としての日本語、あ
るいはマスターしなければならない言語」として、 4年一貫教育の必要性とそのメ
リットについて言及しなければならない。
現在、教養部(全学教育)においては10単位の日本語と2単位の日本事情が開講
されている。他大学と比べて、これは決して劣るべきものでもなければ勝るべきも
のでもない。しかし、現実問題として日本語ができないと他科目や研究にも大きな
障害をきたす学部留学生にとっては、不十分であると言える。日本語力の充実から
目的別、意図別、そしてレポートから論文作成にいたる日本語能力養成は4年間と
言う年数とステップを踏まない限り不可能であるということを力説したい。この問
題については、平成5年度国立大学日本語教育連絡協議会においても全学教育にお
ける留学生教育の今後の方向性として、著者の問題定義が一つの目玉として取り上
げられた。
4年一貫日本語教育が特に学部留学生に必要な理由は、
1 )日本語が十分でないと他教科にも弊害をもたらす。
特に英語などにおいては意味も訳もできない状態である。
2)作文力に著しく欠ける。
語嚢10000語、漢字2000字の大学生としての基礎日本語能力のある学部留学生
の多くは、会話と聞き取り(方言は除く)においてかなりのレベルであり、あ
まり不十分を感じないのは確かだ。しかし、作文においてはあまり能力が望め
ないのも事実である。この辺が、日本語教育の上級における大きな課題の一つ
でもある。従って、その延長線上にあるレポート、論文における指導は単に日
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本語担当教官の努力では済まない大きな日本語教育上の問題点である。
3)格差の増大
くさび塑教育においては、 1年次から専門教育が始まるわけだが日本語におけ
る十分な習得のできていない留学生と一般学生とには、あまりに格差がありす
ぎる。つまり、大学院生等と異なり、その専門知識はほとんど無く、また日本
の大学やシステムについても知らないのだ。頼る先輩(留学生)も数えるばか
り、しかも彼らとて生活に忙しく他人にあまりかかわっている暇などない。
4)年数と共に延びる日本語教育
日本に10年いても日本語が上手になるとは限らない。しかし10年間日本語学習
を計画的に続ければ、必ず日本語は上達する。例えば予備教育機関で1年、長
崎大学で4年、その後も5年間の大学院生活を終えた留学生A君がいるとしよ
う。 A君は丁度10年、日本に滞在することになる。確かに日常会話と自分の専
門に関する日本語では不自由しなくなるだろう。しかしA君の発音は、はたし
て問題ないだろうか。いわゆるフォリナートークのままではないだろうか。テ
レビでお馴染みのアグネスチャンはどうだろう。古いところではイイデス・バ
ンソンさんも同様で、一言その話しぶりを聞くだけで、外国人であることばか
りか、誰であるかまですぐわかってしまうのである。初級における発音矯正が
十分でないまま中級・上級になった人に多い例である。事実A君の場合も、き
ちんとした日本語教育を受けたのは予備教育機関の1年と長崎大学教養部(全
学教育1年時)の合計2年にしか過ぎないことになる。日常会話や悪い表現に
は教師はいならいが、まともで知的な文章や表現には、指導者と時間がいくら
あっても余ることはない。せめて、 4年間の学部在学中に他大学では今だ成し
得ない4年間日本語一貫教育を完成させ、りっぱな留学生を世に送るのも我々
学部留学生の日本語を担当する者の使命であり、歴史と伝統に培われた長崎、
語学発祥の地長崎の責任でもあると強く確信している。
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注
1 )国際交流基金との共催により、年に一度行われる日本語能力試験でレベルは1
級から4級まである。但し1級は日本の国公立大学を希望する私費留学生を対象に
行われる試験で高度の文法、漢字(2000字程度)、語嚢(10000語程度)を習得し、
社会生活をする上で必要であるとともに、大学における学習、研究の基礎としても
役立つような、総合的な日本語能力(日本語を900時間程度学習したレベル)を確
認するものである。平成4年度の場合、国内は12月6日、東京、名古屋、大阪およ
び福岡で行われ63ヶ国の留学生13419人が受験し、また海外に於いても24ヶ国52都
市で実施され1541人が受験した。
2)日本語能力試験1級と同様に、日本の国公立大学入学を希望する私費留学生に
課せられる日本語以外の科目の能力を確認する試験。昭和45年以来実施され、現在
のように日本語と分離されたのは昭和59年から。 (数学、物理、化学、生物、世界
費、英語の6科目。但し文系は数学、世界史、英語の3科目で理系は数学、物理、
化学、生物、英語の5課目を受験)
3)和文又は英文による一般的な社会、および自然科学に関する問題について日本
語により論述と口頭試問を行う。 (詳しくは私費外国人留学生募集要項参照)
4)この数字は、日本語能力試験1級の受験者のうちあらかじめ長大を受験希望し
た学生数に、試験後長大を希望し直接出願してきた受験希望者に含まれていなかっ
た学生数の合計である。
資料(アンケート)
1)留学生用アンケート(内容大項目)
日常生活に関するアンケート
1) 1ヶ月の生活費はいくらですか
2)アルバイトをしていますか。また理由は、時間数は、仕事の内容は何ですか
3)あなたが日本で困っていることは何ですか
方言に関するアンケート
1)日本人の特に学生の言葉をどう感じますか
2)店などで聞く日本語が、あなたの日本語と違うことがありますか。あれば、
どんな時ですか
3)方言がわからなくて困ったことがありますか
4)方言を学校で学ぶべきだと思いますか
5)標準語と比較して方言をどう思いますか
6)異文化理解や地域理解に方言は、必要でしょうか
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政府の留学生(就学生)の対応策に関するアンケート
1)あなたの満足度は
2)その具体例
3)その他どんな事を望みますか
地域との交流に関するアンケート
1)いろいろなイベントをどう思います。また、その理由は
2)今後どのようなイベントや活動を期待しますか
3)あなたは地域に馴染んでいると思いますか
日本人に関するアンケート
1)日本人をどう思いますか。その理由は
2)結婚の対象として日本人を考えたことがありまか。ある、なしの理由
2)チューター用アンケート
1)あなたは主にどんな時間帯に指導しましたか
2)どんな内容の相談や問題が多かったですか
3)チューターで一番困ったことは何ですか
4)留学生に対する希望や意見があれば書いてください
5)チューターをしていて何かいいことがありましたか
6)他のチューターに対し何か一言(こまめに学生係りや他のチューターと
の横の連絡をとりたいと言う意見が多
く、その結果チューター会議が2ヶ月
に1度行われている。チューター感想
文集もできている。)
7)チューターをした感想なり反省を200字程度にまとめてください
8)また、チュ一夕をしたいですか
(1994年4月28日受理)
